

































































































































専　業 兼　業 ④合計 比　率 ◎習業か轤ﾌ兼業
総営業
ﾋ　数 比　率 ◎／④
農　業 　戸Q66 　戸P32 　戸R98 　％U9．7
??
　戸S92 　％S4．0 　％Q3．6
商　業 41 34 75 13．1 212 28725．0 282．7
工　業 24 7 31 5．4 16 47 4．2 51．6
雑　業 40 27 67 11．7 225 29226．1 335．8





















農　　業 工　　業 商　　業 交通業 公務自由業 その他
岡山県
??
　％T5．6 　％P7．2 　％P0．2 　％S．5 　％U．O 　％U．5
女 64．5 19．6 8．9 0．33 2．2 4．5
赤磐郡
?
76．0 8．3 6．3 32 4．5 L7
女 84．8 3．8 7．6 0．16 1．6 2．0
西高月村
?
71．6 10．6 8．8 2．9 4．4 1．7
女 83．1 6．5 5．8 0．10 1．3 3．1
高陽村
男 75．1 8．9 6．5 3．2 5．3 1．5
?
83．4 5．5 7．7 0．13 ！．8 1．5
西山村
男 8L4 5．7 5．3 0．91 5．3 1．4


















































糸類及綿類 462，600 一 462，600 0．43 一
編物及其原料 2，940，000 一 2，940，000 2．7 『




家畜・家禽 一 752，500 一752．500一 2．2
其他雑品 4，362，3797β83，141一2920．762　， 4．0 20．9
合　　　計 107，054，204 34，925，68772128，517　， 100．0 100．0




生　　魚 　 1，687，070一1，687．070一 4．8
塩干魚 一 889，855 一889．855一 2．5
食　　塩 一 580，375 一580．375一 1．7
酒　　類 90，991，600 一 90，99L60085．0 一
醤　　油 5，863，500 一 5β63，500 5．5 ｝
麺　　類 一 484，640 一484．640一 1．4
砂　　糖 一 916，920 一916．920一 2．6
鳥獣肉 580，375 一580．375一 1．7







石　　炭 一 650，000 一650．000一 1．9
薪 一 739，400 一739．400一 2．1
油　　類 一 2，073，850一2，073，850一 5．9
牛 一 735，000 一735．OOO一 2ユ
小間物 一 738，000 一738．000一 2．1
家　　具 ｝ 876ユ80 一・W76．180一 2．5
筆紙墨 一 537，355 一537．355一 1．5







履　　物 一 1，883，560一1，883．560一 5．4


































岡山県 邑久郡 牛窓町 邑久村 児島郡 赤磐郡 西高月村 高陽村 西山村
男 606，29726，056
???，
1，137 45，234 24，9301，338 2，1791，256????








609，8182712962，169 1，22945627　　， 26，452 1，502 2，402 1，314????
女 564，6772319372，057 1，03241519　　冒 23，302 1，302 2，089王，179
?
1，174，4955ユ，233 4，226 2，26187346　　， 49，754 2，804 4，491 2，493
現住戸数 234，074玉0，731 883 425 18，051
????
569 880 470
男 636，24626，862 2，355 1，10549，579 25，0871，386 2，246 1，220????








1，255 50，249 27，81．0 1，545 2，560 1，385????
女 619，96925，652 2，235 1，11346，640 25112　　， 1，420 2，214 1，187
?
1，282，52554，490 4，612 2，368 96，889 52，922
???? ????
2，573
現住戸数 243147　　　， 10，380 911 422 19，685 9，562 542 839 455
?
631，20925，759 2，320 1，05455，097 23β25 1β302，266 1，165????
女 633744　　　， 24，536 2，290 999 53，872 22700　　1 1，205 2，0281，051
?




1，264 53，930 28，5571，562 2，7G9 1，398????





現住戸数 251132　　　， 10，056 980 445 2315469，441 521 838 431
1902年 100．6 96．5 101．892．2 99．3 95．4 92．1 92．8 97．4対現
???
1912年 97．5 94．7 99．4 89．499．4 92．0 92．2 91．089．8
1920年 92．9 86．7 91．7 85．4 103．7 84．9 81．8 85．0 84．7
1912年 105．8 ユ04．3 108．5 99．4 111．1 102．5 105．9 104．295 1
????
1920年 107．0 101．7107．2 96．4 125．798．0 94．3 103．0 91．2
　　（
@　2????
1912年 103．9 96．7 ユ03．2 99．3 lo9．1 llO．8 95．3 95．3 96．8
????









































1反歩未満 　戸P13 　％P9．9 　％Q2．4
1反歩以上 178 31．2 35．3
5反歩～1町歩 136 23．9 27．0
1町歩～2町歩 59 ！0．3 11．7
2町歩～3町歩 6 LO ユ．2
3町歩～4町歩 6 1．0 1．2
4町歩～5町歩 3 0．6 0．59
5町歩一50町歩 2 0．3 0．59
50町歩以上 1 0．1 0．19





















38．0 19．8 29．8 31．5
146（51．2）88（30．8） 51（17．9＞ 285（100．0）
自作兼小作
54．9 66．7 54．3 57．9
小　作
19〔36．5）18（34．6） 15（28．8）52（100．0）
7．1 13．6 16．0 10．6
266（54．1） 132（26．8） 94（19．1＞492（100．0）
合計













































































































株式会社 37 49970，000　　， 1，350，540 一 　
101．77．2
Q0．93．4 『
銀　　行 5 42460，000　　， 8，492，060 一 一
86，47．7
P7．78．8 一
公　　　債 9 389，722 175，37519，5257．14．4P．46．9 35．7V．3
講　　　金 225 2L6532，250，00010，00011．24．6Q．31．3 4．58．2@　94．3
保険掛金 24 156，212 一 一 7，63．6P．57．0 一
銀行・郵便貯金 731 9，674 381，8470，52214．40．2Q．96．2
77．8
P6．Q
貸　付　金 8ユ 20117，260　　， 248，3612，414，07129，80340．97．2W．42．8 4．91．7P．0ユ．1































農工銀行 4 1，180，000295，000127，44031，8602，40．3@26．0 49．4T．3
月過組合 8 775，000 96，875 93，000 11，6251，57．8@18．9 32．5R．9
村内個人 361 11β86，00032，9251，426，3203，951 24．20．8Q．90．5 4，97．9@59．8
他町村民 126113，778，000903，00013，653，3601 8，360231．72．7Q7．80．747．66．6T．72．O







































金　　　額 比　　　率 1戸あたり 1人あたり
生　　産　　費 　　　円U5，051，457 　％Q2．6 　円　　　．P32，48．3 　円　銭厘Q7．25．2
家　　計　　費 109，329，494 37．9 222．66．7 45．80．2
公　　　　　費 67，232，393 23．3 136，93．0 28．16．6
負　債　利　子 29，834，303 10．4 60，76．2 12．49．9
小作米井家賃 16，754，550 5．8 34．12．3 7．01．9
合　　　　計 288，202，197100．0 586．97．0 120．73．8
家　　計　　費 109，329，494　　　　％R7．9（100．0） 222．66．7 45．80．2
生　計　費 91，558，93831．8（83．7） 186．47．4 38．35．7
食　物　費 70，044，82024．3（64．1） 142．65．7 29．34．4
被服　費 11，255，2603．9（10．3） 22，92β 4．7i．5
家　屋　費 2，298，0000．80（2．1） 4．68．0 96．3
????????????
家　具費 940，4400．33（0．86） 1．9L5 39．4
日用品消耗費 7，020，4182．4（6．4） 14．29．8 2．94．1
祭　典　　品 1，390，9550，48（1．3） 2．83．3 58．2
社　　交　　費 5575，0001．9（5．1＞ 11．35．4 2．33．5
教　　育　　費 2，109，606OJ3（1．9） 4．29．7 88．4
雑費・旅費 8，694，9953．0（8．0） 17．70．8 3．64．3
肥　　　　　料 10，437，544 3．6 21．25．8 4，37．2
工　業　原　料 40，481，200 14．1 82．44．6 16．95．9



































































































1戸あたり 1人あたり 1戸あたり 1入あたり
梗　　　米
?
4，736 1，034 5，097 LO49
? ?
0，450 0，098 0，331 0，068
鳥　獣　肉
?
0，299 0，065 0，326 0，062
?
個 12 3 23．4 4．5
生　　　魚
?
4，308 0，941 7，338 1，509




4，054 0，886 1，731 0，352
塩
?
0，628 0，137 1，872 0，385
菓　　　子
?
0，521 0．1ユ4 4，734 0，974
酒 石 0，138 0，030 0，2ユ8 0，045
刻　煙　草 貫 0，607 0，133 0，414 0，085
巻　煙　草



















1，335 0，292 1，753 0，361
筆墨紙代
?
0，94ユ 0，206 1，064 0，222
通信運搬費
?
一 一 1，015 0，209
郵　便　料
?
0，923 0，202 一 一
理　髪　費
?
0，859 0，188 2，410 0，496
入婚出婚費
?
0，978 0，214 10，746 2，210
葬　儀　代
?
0，982 0，214 4，476 O，917
註1）第1表と同一書ならびに『農村及農家模範経営事業第二回報告
　庭村調査書』（1919年　島根県農会）より作成．
八束郡大
　いまこころみに産業革命の過程で「裏日本」となった島根県の一村との比
較によって以上のことがらが示す意味を考えてみたい。第13表は島根県八束
郡大庭村と比較したここ西高月村の1戸あたり・1口あたりの消費支出高を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）示すものである。大庭村は松江市の近郊外で，松江駅まで1里半である。『八
一22一
明治後期の岡山県一農村における農村民の生活事情　23
束郡誌』には，1908（明治41）年に隣接の津田村に歩兵第63連隊が設置され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（le）て以来近郊農村として発展し，野菜や果樹の生産が盛んとなる，とあるとこ
ろである。この大庭村は1918（大正7）年についてのもので，西高月村のも
のが1904年で，この間14年ほど隔たっており，米価で1．5倍ほどであることを
勘案して比較してみる。肉，魚，砂糖などにお』いて大庭村は西高月村に及ば
ない。また煙草もそうで，とくに巻煙草において著しい。蒲団・夜具類にお
いても数量において同様である。新聞雑誌書籍代，通信費もそうである。逆
に大庭村が西高月村を明らかに上回っているのは，塩，入婚出婚費，葬儀代
である。西高月村が明らかに大庭村を上回っているものはいずれも近代化に
ともなう消費の変化・発展を示すものであり，14年前にもかかわらず，山陽
の酉高月村においては生活面の変化をみることができるといえよう。
　なお，「村是」制定の一環として，勤倹貯蓄を図るために，「西高月村勤倹貯
蓄規約」を制定している。「第二章勤倹　第三条　本村内居住ノモノハ質素勤倹
ヲ主トシ荷モ怠惰薯修贅沢ノ所行アルヘカラスハ勿論左ノ各項ヲ確守実行ス
ヘキモノトス」として，「勤勉　三大節及記念日井料陰暦一月一日　二日　三
日　十一日　同二月一日　同社日　同三月三日　同七月七日　同十四日　十
五日　同三月七月ノ大師祭　同六月十四日　敷地祭二日戸外ハ総テ休暇ヲ廃
スルコト」とした後，「倹約」としてつぎのことをあげている。
　一　年頭年尾二士ケル物品ノ贈遺　酒食ノ饗応　回礼ノ往復　華麗浮薄二流ル・虚飾ヲ
　　禁スル事
　一　春期二際シ方言「メヲイ」ト称へ暴飲暴食酌婦口出等ヲ摺師スルヲ廃スル事
　一　五節句二物品，重ノ三等ノ贈り合ヒヲナササル事
　一　出生，或ハ結婚，祝年，内祝，上棟式等ノ節物品ノ贈与，配り物，饗宴等ハ親族ノ
　　外為サ・ル事
（9）　『農村及農家模範経営事業第二回報告　八束郡大庭村調査書』　（1919年　島根県農
　会）による。
（10）　『角川日本地名辞典　32　島根県』（1979年　角川書店）による。
一23一
24
　一　死亡ノ時ハ質素ヲ旨トシ其部落人民ハ懇切ナル周旋尽力ヲナシ会葬人周旋人等飲酒
　　ヲ禁ス　殊二婦人ノ喪服ヲ着用スルヲ許サ・“ル事
　一　敷地氏神祭臨時祭等二三丼以外ノ接待ヲナシ或ハ醸酒ノ密醸ヲ厳禁スル事
　一　絹布ヲ着用シ（在来ノモノハ此限ニアラス）華美ノ風俗ヲ禁スル事
　一　諸講会ハ合併スル事
　一　浄瑠璃　浮レ節　祭文　角力　芝居等ノ諸興行ヲナサ・“ル事
　一　神社仏閣等ノ寄付配札等ノ授与ヲナサ・ル事
　一　方言「稲屋」ニハ可成時日ヲ短縮シ其経費ハ凡ソ従来ノ半額ヲ越ヘサ’」レ事：
　一　神社仏閣二参詣シ土産ノ贈与又ハ祝宴等ヲ廃止スル事
　一　婦人ノ結髪二理容営業人ヲ雇ハサル事：
　前各項二違背スルモノハ其情状二依リ村二於テ戸数割ヲー等乃至十等ヲ進ムルモノトス
　これはその多くが伝来のものであろうが，しかし近来はじまったもの，あ
るいは伝来のものではあろうが派手になるなど変化してきているものが少な
くないであろう。このような倹約を唱えることが制定されるほどに，生活習
慣に新しい変容したもののつけ加わった状況にきているといえるのである。
一24一
